






要約:未熟児出生の最大の原因である早産は、周産期領域で最も重要な疾患の一つである。

最近早産の発生機序が除々に解明されつつあり、それに伴い卑産の新しい診断マーカーが

出現し、その診断、治療法 mp 変わろうとしている。今回、我々は、現在件研究されてい

る診断マーカーのいち、胎児性フイプロネクチンと顆粒球エラスターゼの有効性について

比較検討した。その結果外来時のスクリーニングにおいては、頚管炎、膣炎の診断および

切迫早産の病態診断、予知を行ううえで顆粒球エラスターゼの測定が有用であり、入院管

理における客観的な早産の病態診断、予知に胎児性フイプロネクチンの測定が有用である

ことが示唆された。


